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事務所前駐車場に大型テントを２張り。即

席の食堂・交流会場は、大にぎわい。 

     認定NPO法人 

たすけあいの会ふれあいネットまつど 
TEL：047-346-0866  

FAX（専用）：047-346-0088 

E-mail：fnm2011@r4.dion.ne.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ：http://fnm2011.okoshi-yasu.com 

 

ふれあいネットまつどでは、「２０１６ふれあい寄付金運動」を行っています（～１２月２８日（水）まで）。会員、支援者のみな

さまのご協力をお願いします。寄せられた寄付金は、①困ったときはお互いさまのたすけあい活動を充実・拡大のための基盤

整備資金②２０１６年度日本財団福祉車両整備の自己負担分の資金として活用させていただく予定です。ふれあいネット

まつどへの寄付は、認定ＮＰＯ法人の税制優遇で寄付金額の最大５０％が戻ってきます（確定申告で税額控除）。 

■ 募集金額：一口＝３,０００円～（口数に関わらずおいくらでも結構です） ■ 募集期間：２０１６年１２月２８日（水）まで 
■ 応募方法：  ①郵便局で振込 （振込手数料はいりません）  

口座番号 ００１２０－０－４４５４５２ 加入者名 特定非営利活動法人ふれあいネットまつど 

②京葉銀行へ振込（振込手数料ご負担下さい） 

口座 京葉銀行北小金支店（普通）２８８３９２６ 

口座名義 認定特定非営利活動法人たすけあいの会ふれあいネットまつど理事島田喜七 

③現金を事務所へご持参ください（お手数をおかけします） 
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「来年もできればよいなあ」 

米谷 哲二 
ふれあいさんま祭り２０１６ 

実行委員長（理事） 

 

東日本大震災被災地と被災者へ思い

を寄せ、会員・市民交流のイベント「ふれあ

いさんま祭り２０１６」が、１１月１２日（土）

開催されました。 

宮城県東松島市の被災者三浦慶子さ

んのご尽力で女川漁港から新鮮で脂のの

ったさんま２００尾が直送。炭火で焼き、ト

ン汁とご飯のセットを会員ボランティア４０人

がチームワークよく準備、集まった千葉県内

の広域避難者、市民は舌つづみを打ちな

がら、楽しい交流の時間を過ごしました。 

当日のNHK総合TV首都圏

ニュースで報道、東京新聞に

も記事が掲載されました。 

２０１６年度丸紅基金 

社会福祉事業助成贈呈式 

社会福祉法人丸紅基金が、ふれあいネ

ットまつどを来訪。助成金贈呈式が行わ

れました（左、佐久間浩子副代表） 

 

NHK 記者に説明する佐藤利雄さん（左

端、福島県南相馬市から松戸市へ避難）  

みんなんちスタッフがトン汁を担当 

二升釜から、炊きたてのご飯を 

 

室内では２００人分の大根おろし作業

（左から萩原直大さん、山田幸一さん） 

mailto:fnm2011@r4.dion.ne.jp
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１．栄養と休養を十分取りましょう 
体力をつけ、抵抗力を高めることで感染しにくくなります。 

２．人ごみを避けましょう 
病原体であるウイルスを寄せ付けないようにしましょう。 

３．適度な湿度と温度を保つようにしましょう。 
加湿器などで室内の適度な湿度を保ちましょう。部屋の

換気も忘れずに。 

４．外出後は必ず「手洗い」と「うがい」をしましょう。 
手洗は接触による感染、うがいはのどの乾燥を防ぎます。 

５．マスクを着用しましょう。 
人に対してという意味でエチケットマスクともいわれます 

流行前早めに予防接種をしましょう 
６５歳以上の高齢者は流行前１回の接種で効果があると言わ

れています。予防接種を受けてから抵抗力がつくまでに 2 週間

程度かかります。このことからも流行前の接種は効果も高くなり

ます。６５歳以上の松戸市民は接種費用1000円ですみます。 
 

サービスに携わる協力会員の予防接種は必須。

接種費用はふれあいネットまつどが負担します。 
 

「自分が感染源にならない」ためにも予防接種は必須です（医

師から禁止されている方を除く）。接種費用は会が負担しま

す。病院の領収書を事務局に出して下さい。翌月の謝金・給

与と一緒にお支払いします。 

 

 

会員種別 人数 

正会員 １４１人 

利用会員 ２５０人 

賛助会員 ２２人（団体） 

合計 ４１３人 

 

種  別 休業日 
ふれあいネットまつど事務所・サービス 

１２月２９日（木）～１月３日（火） 
松戸・東北交流サロン黄色いハンカチ 

ふれあいの居場所みんなんち １２月２８日（水）～１月９日（月） 

 

≪年末年始お休み≫ 

≪ふれあい新年会２０１７≫ 

（日時）１月２１日（土） 

午前１１時～午後２時半

（会場）小金市民センター 

（参加費）１０００円 ※当日会場受付でお支払 

（申  込）同封の案内をご覧ください 

ふれあいネットまつどは、元気なシニアに、

地域活動・生活支援サービスに参加し、社会

貢献と生きがい・健康づくりを目的に千葉県

元気高齢者活躍サポート事業について受託

し、１０月～１１月に３コースの研修会を開催

しました。居場所・サロンコースは NPO 法人

市民助け合いネットの協力で、流山市生涯

学習センターで開催しました。 10/1（土）2（日）移動サービスコース研修 

11/5（土）6（日）居場所・サロンコース研修 11/19（土）20（日）生活支援コース研修  

 

 10 月３０日（日）、小金小学校を会場

に小金地区社会福祉協議会が主催す

るふれあい広場に出展参加。屋内で

は、子ども折り紙教室、屋外ではふれあ

いバザー、みんなんちサテライトでコーヒ

ーの販売等に取り組みました。 

みんなんち折り紙教室青木先生を講師に 

ふれあいバザーは大にぎわいで完売 

１１月１日（火）、ふれあいネットまつどと

まつど地域包括ケア研究会主催で第１回

勉強会を開催。竹重俊文先生（地域ケア

総合研究所所長）を講師に、医療・介

護改革について勉強しました。 


